
（別紙３）

～ 令和6年12月5日

（対象者数） 45 （回答者数） 37

～ 令和6年12月5日

（対象者数） 22 （回答者数） 17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・園内外の講師によるコンサルテーションにより、日々の療

育や職員の資質向上を目指していきます。

2

・保護者から希望する研修内容を募り、より学びを深めた

り、学べる機会を作っていきます。

3

・保育所の職員との交流を充実していき、子ども理解に繋げ

ていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・園内外の研修に参加し、自己研鑽に努める必要がありま

す。また、経験ある職員からの助言やアドバイスを行い、子

どもや保護者の支援に努めます。

2

・併行利用している子どもの情報共有をしたり、関係機関連

携会議などを積極的に開催していきたいと考えています。

・保育所等訪問支援や巡回支援などを積極的に行えるよう、

職員の資質向上を目指します。

3

・子どもをグループ分けして活動を行ったり、他の部屋や

ホールを使用してりして一人当たりのスペースを確保してい

きます。

○事業所名 子ども発達支援センター愛

○保護者評価実施期間
令和6年11月15日

○保護者評価有効回答数

令和6年11月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年12月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

各部屋や施設全体の使い方（子どもが一人で過ごすことができ

る部屋や感覚遊具を設置できる場所、相談室が少ないなど）に

課題を感じています。

・施設全体やそれぞれの部屋の狭さが要因と考えられます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

経験年数が短い職員が多いため、職員の資質向上を目指してい

ます。そのため、療育の質や保護者対応などに課題を感じてい

ます。

・経験ある職員の異動や退職などにより、大幅な職員体制の変

化があったためと考えています。

児童発達支援センターとして、地域の児童発達支援事業所との

連携や山口市唯一のセンターとしての役割ができているか、課

題を感じています。

・職員の退職や法人内異動により、施設内職員構成が変わった

ためと考えられます。

多職種による支援体制により、様々な視点で連携して子どもと

家族を支えることができます。

・各クラスに多職種の職員を配置することで、子どもの支援を

多面的に行っています。

・自分のクラス以外の子どもや保護者にも、積極的に声をかけ

るようにしています。

・毎月、全体会議やケース会議などで情報共有し、園全体で支

援に繋がるようにしています。

保護者支援として、「ロバのみみ会」（勉強会、リフレッシュ

など）や茶話会を定期的に開催し、保護者同士の繋がりや子ど

もの理解などについて学べる機会を作っています。また、就学

に関する講演会なども行っています。

・「ロバのみみ会」では、きょうだい児も預かることで、保護

者が学びを深められるようにしています。

・就学を保護者と職員と一緒に考えることで、少しでも不安を

和らげられるようにとしています。

隣接する同法人の保育所のホールや園庭を共有したり、行事を

一緒に行うなどの交流があります。統合保育を行っている保育

所なので、特性のある子どもと健常児と一緒に過ごす様子も見

られます。

・コロナ禍の時に交流できず、これまでの交流の仕方を見直し

ながら、職員の意識改革をし、同年齢の交流や行事の交流の仕

方を工夫しています。

・集団への参加が苦手な子どもにも、様子を見せたり、短い時

間での参加を促したりするなど、子どもに合わせた交流を行っ

ています。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

子ども発達支援センター愛
公表日 　　　　　年　　　月　　　日

利用児童数 令和6年12月5日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 33 4

・各スペースに仕切りがあり、メリハリ

がついてとても良い。

・ホールや園庭、広いテラス等の環境が

とてもありがたいです。

・ホールや外での活動もあるので十分か

なと思いますが、教室はもう少し広い方

がのびのびできるのかなと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 30 2 2 3

・困っていてもすぐに職員が1人付き

そってくれる。

・配置数の少なさから、会計、書類の管

理体制に不安を覚えることや子どもがケ

ガをした際、「現場を見ていなかったの

で原因がはっきりとは分からない」と説

明されたことが複数回あった。

・ベテランの先生と新人の先生を均等に

配置して欲しい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

36 1

・絵カードを使い、おもちゃなど分かり

やすくしてあって良い。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
36 1

・トイレがとても清潔にしてあって子ど

もも気に入っている。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
36 1

・絵カードでスケジュールを見せてくれ

るので、安心して一日過ごせている。

・よく見てくださり楽しく過ごせるよう

になっています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
37

・合っていると思います。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

37

・予定時間を過ぎてもじっくり話しを聞

いてくれる。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

35 2

・子どもの特性に合った内容で、こちら

の意見も聴きながら組んでくれる。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 36 1

・チャレンジして欲しい事などがある

と、計画に入れてくれ実行してくれる。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
34 1 2

・手作業、外での活動など、いろんな事

で楽しませてくれる。

・たくさんの経験をさせてくださいま

す。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
31 2 4

・となりの保育園の子たちと遊べて良い

刺激になっている。

・園庭で一緒に遊んでいて嬉しく思いま

した。

・レストランごっこ等の活動を通して保

育所との交流も行われており、子供も楽

しんでいた。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
37

・説明する時間を設けて頂き、質問にも

丁寧に答えていただきました。

・とても分かりやすく説明していただき

ました。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

お部屋やホール、個室などを使用して工

夫していきたいと思います。

・職員が全体を把握できるよう、見守り

の配置などを見直して改善します。

・お子さんがケガをされた場合に誰もが

詳細を説明できるよう、職員間で情報共

有します。

・給食介助や公園などのお出かけの時

は、他クラスの職員に補助に入ってもら

いながら、個々に合わせた支援を行うこ

とができるようにしています。子どもが

安心・安全に過ごすことができるよう話

し合いながら、改善していきたいと思い

ます。

・クラスによって経験年数の差はありま

すが、職種などを考慮しながら配置をし

ています。

保護者等数（児童数）45　回答数　37

割合82.2％

保
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適
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提
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・クラス職員や児童発達管理責任者と話

し合いながら支援計画を設定していま

す。個々の発達状況に合わせながら、よ

り具体的で細やかな支援を提供できるよ

うに努めていきたいと思います。

・季節の新しい遊びや個々に合わせた活

動も取り入れていけるように職員で話し

合っていきたいと思います。

・保育所の行事に参加したり、会食を

行っています。また、園庭で一緒に遊ん

だり関わりをもてるようにしています。

保護者の方に一緒に活動した時の様子な

ども詳しくお伝えできるようにしていき

たいと思います。

・保育所との関りはこれから増やしてい

き、保護者皆様にお知らせします。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 37

・面談にてしっかり説明していただきま

した。

・目標達成できた事、現状維持な事、1

つ1つ丁寧に教えてくれた。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

35 2

・「ロバのみみ会」にて家族も参加でき

る勉強会があり、託児もあるので助かり

ます。

・いろんな支援の場を提供してくれてい

ると思う。

・様々な講演会で勉強することができま

す。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
33 4

・連絡帳や送迎時に伝え合うことが出来

ていると思います。

・どの職員と話してもちゃんと情報共有

ができていて助かる。

・よく伝えていただいてます。

・日頃から情報共有できている。

・送迎時に詳しくその日の様子を教えて

もらえるので、子どもの様子がよく分か

り、安心できる。

・例えば、顔を傷つけられたとして、被

害にあった親だけでなく、加害者の親に

も伝達して欲しい。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 35 2

・面談の時期以外でも、相談事があると

時間を作ってくれる。

・家にも来てくださり心強いです。

・定期的に面談が行われている。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 37

・子どもを否定せず、寄り添って支援し

てくれていると思う。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

33 4

・クラス会でも保護者同士が交流しやす

いような時間が設けられていて、他の保

護者の方とゆっくりお話しできてよかっ

たです。

・家族やきょうだいの悩みでもちゃんと

聞いてくれる。

・行事などで交流できて嬉しいです。

・茶話会等情報交換の場が設けられてい

る。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

34 3

・困っている事など相談すると、どのよ

うに対応したら良いか考えてくれる。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
36 1

・指差しなどで子どもに合わせた伝達を

してくれる。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

28 4 1 3

・定期的にお便り等で発信されていて、

確認しやすいです。

・急ぎのお知らせは連絡アプリ、または

電話をかけてくれて伝えてくれる。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 35 2

・そう思います。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

29 6 2

・どこに避難するか掲示してある。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
33 1 3

・避難訓練が行われたことや内容も教え

て頂いているので安心感があります。

・訓練で習った事を帰ってから教えてく

れる。身に付いているようで嬉しい。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
32 3 2

・あらかじめ説明をしてくれたり、安心

させてもらっている。

・クラスだより、園だよりを配布してい

ます。園だよりはハグノートでお知らせ

するようになりました。緊急時は、ハグ

ノートとともに電話連絡をしています。

・今後とも情報開示に努めます。

・マニュアルは策定しています。

・緊急時の対応については、話し合った

ものをマニュアルにして各クラスで保管

しています。怪我や事故についても職員

で話し合い、再発防止に努めています。

子どもが安心して通うことができるよう

に、さらに話し合いや改善に努めていき

たいと思います。

・毎月、避難訓練を行っています。災害

発生に備えて訓練や具体的な対応策を

図っていきたいと思います。

・今年度は、地域の防災訓練にも参加で

きました。

・安全計画の周知に努めます。

・常に子どもたちの安全、安心を心がけ

ながら支援していきます。

・ロバのみみ会は、基本的に月に1回開

催しています。ペアレントトレーニング

は、今年度は休止中で来年度再開予定で

す。

・ご意見ありがとうございます。今後

も、継続して保護者の方やお子さんが安

心して通っていただくことができるよう

に努めていきたいと思います。

・お辛い思いをお伝えしていただきあり

がとうございます。ご指摘いただいたこ

とを真摯に受け止め、今後は、対処法や

改善策を園全体で考えていきたいと思い

ます。

・親子療育や父母の会等、折りを見て機

会を増やしていきたいです。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

・相談や申入れの際は、職員にお声掛け

いただければ、迅速な対応を心がけま

す。



26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
32 1 1 3

・ちょっとした傷でも、その時の状況や

子どもの気持ちなど細かく教えてくれ

る。

・怪我をさせてしまった当人の親にも一

言くらい話してほしい。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 36 1

・子どもは先生のことが大好きでいつも

楽しく安心感を持って通所することがで

きているので、いつも支えて頂いてとて

も感謝しております。

・困り事はすぐ先生に伝えられる。すご

く安心していると思う。

・家のように過ごしているようで、本当

に安心できる場なのだと感じます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 35 2

・とても楽しみにしている。先生もお友

だちもみんな大好き。

・いつも楽しみに通っている。

・とても楽しそうに通っています。親子

共に楽しく通わせていただいています。

ありがとうございます。

29 事業所の支援に満足していますか。 36 1

・子どもだけでなく、親にも寄り添って

くれ、家族みんな満足している。

・大変満足している。

・家族も含めて支えていただいていま

す。ありがとうございます。

・これからも安心感を持って通所してい

ただけるよう、職員一同頑張って参りま

す。

非

常

時

等

の

対

応

・保護者の方に具体的な改善策を含め丁

寧に説明を行い、子どもが安心・安全に

通うことができるように改善していきた

いと思います。

満

足

度



（別紙５）

子ども発達支援センター愛
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○

・小集団での遊びや活動を増やしたり、ホー

ルや園庭を活用して身体を動かす時間や場所

を確保しています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
○

・給食時や公園に出かける時などは、他クラ

スの職員が補助に入ることで、職員数を確保

しながら安全に療育を行えるようにしていま

す。

・職員数の人数は規定に沿った配置になって

いますが、登園人数や子どもたちの特性に

よっては不十分だと感じることもあります。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

○

・遊びや活動の場をパーテーションや棚など

で区切ることで構造化をしています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
○

・汚れた場所はすぐに清掃したり、エアコン

や扇風機の清掃等隅々まで掃除をするよう気

をつけています。また、子ども達の活動に合

わせて物の配置を替えるなど、日々工夫して

います。

・収納スペースの少なさや部屋の狭さのわり

に物が多いこともありますが、部屋の環境や

棚を整理して物や玩具の場所を分かりやすく

したり、部屋内だけでなく他の収納場所に物

を片付けたり、空いた空間を利用しながら収

納の仕方を工夫するなどの改善を行っていき

ます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
○

・活動によりグループ分けをしたり、午後の

活動を個室や他クラスの部屋などを利用しな

がら行っています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
○

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
○

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
○

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

・今年度より、第三者立会いのもと話し合い

を行っています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
○

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 ○

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

○

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

○

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
○

・家庭訪問時の様子や支援計画について、ク

ラス職員で情報共有を行っています。

・共有はしていますが、常に計画に沿って支

援できているとは言えないこともあるため、

今後は計画に沿うそう努めていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

○

・ツールは使用していないため、今後は使用

して確認していきたいと思います。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

○
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○

・新しい季節の遊びや個々に合わせた活動も

取り入れていけるように、職員間で話し合い

を行っていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
○

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

○

・前日や当日に、療育内容や個別に対応する

場合の職員体制や活動の進め方等を話し合っ

ています。

・パートさんや当日補助で入る職員に対して

は、情報共有が不十分な時があるため、事前

に情報共有を行っていきます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

・その日の出来事や反省点などを話し合いを

行い、今後の療育や子どもとの関わりの中で

活かせるように情報共有をしています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
○

・保護者や職員間で、情報共有をした内容な

どを書面で記録することもあります。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

○

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
○

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。
○

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
○

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
○
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33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
○

・送迎時や連絡帳で日々の子どもの様子や支

援内容について話しながら、保護者の方と情

報共有できるように努めています。

・送迎に来る保護者には、口頭でその日の出

来事や最近の様子を共有するようにしていま

す。バス通園の保護者とは、直接話をする機

会が少ないため、連絡帳で密に日々の様子を

共有したり、園に送迎に来る機会がある時に

直接最近の様子を話すように心掛けていま

す。また、場合によっては個別に話をする時

間を設けるようにしています。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

○

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
○

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

○

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
○

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
○

・相談事や悩み事に対して、親身に話を伺う

ようにしていますが、職員の知識や技量の未

熟さから対応が難しいと判断した際は、クラ

ス職員や相談員などと情報共有をして助言や

意見を交換しながら保護者に対応するように

しています。

・今後も継続的に専門的な知識を身に付けな

がら、ご相談に対応していきたいと思いま

す。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

○

・今後は、きょうだい児さん同士の交流する

機会を考えていきたいと思います。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

○

・場合に応じて、クラス職員、施設長をはじ

めとする管理職の職員を交えて早急に対応を

するようにしています。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

○

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
○

・絵カードや実物など視覚的情報ツールなど

を使いながら、意思疎通ができるような配慮

をしています。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
○

・コロナ禍で実施できていなかったため、今

後は考えていきたいと思います。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

○

・定期的に防災訓練を行い、その都度、改善

策や課題について話し合いをしています。

・本当に災害が起きた際、職員、子どもとも

に訓練以上のパニックに陥ることが予想され

るため、普段から〝もしも”を想定して過ごす

必要があります。また、靴箱が近くにないこ

とや普段子どもが裸足で過ごしていること、

パニックで動けなくなった時のことなど、今

後の課題とされることが多くあるため、それ

についての対応策も考えていきます。

・保護者に周知できていないこともあるた

め、今後どういった形で周知していくかを話

し合っていきます。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
○
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47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
○

・服薬の状況やてんかん発作の対応などにつ

いてまとめものを各クラス保管しています。

また、病院を受診した際に、服薬の変更や主

治医との話を保護者の方に記入してもらい、

情報共有を行っています。

・保護者と服薬の仕方やどのような状態で摂

取するかなどを、書面だけでなく直接話す機

会を設けています。また、園では定期的に子

どもの様子を観察し、保護者から前日や休日

の様子などに変化がなかったかなど、家庭で

の様子も聞きながら対応するようにしていま

す。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
○

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
○

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
○

・園内で情報共有しています。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
○

・園内研修で虐待防止について資質向上に努

めています。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

○
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